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（2008 年 5 月 9 日掲載） 

 

No.12 近年の「高齢者福祉の改革」について概観せよ。 

解答 （１） 近年の高齢者福祉の改革 

 

・ 1990 年代初めから，「在宅福祉」に力を入れたゴールドプラン，新ゴールドプランが策定され，

数値目標を掲げ総合的かつ計画的に基盤を整備するという形で，高齢者福祉施策は進めら

れてきた。 

・こうした流れは，介護保険法（1997 年制定，2000 年施行）により加速され，高齢者介護のサ

ービス量は 1990 年頃に比べて飛躍的に増加し，多様なサービス供給主体が参入することとな

った。また，介護保険制度では，市町村が保険者となって運営や財政責任を担うことになり，

福祉における市町村の役割の重要性を一層高めるものとなった。 

・さらに，2005 年の介護保険法の改正により，小規模で多様かつ柔軟なサービスを展開し，一

人ひとりができる限り住み慣れた地域での生活を継続できるよう，小規模多機能型介護，夜

間対応型訪問介護などの「地域密着型サービス」が創設され，地域包括ケア体制を支える地

域の中核機関として，新たに①総合相談支援，②虐待の早期発見・防止など権利擁護，③包

括的・継続的ケアマネジメント支援，④介護予防ケアマネジメントの 4 つの機能を担う「地域包

括支援センター」の設置を進めることとなった。 

 

(2) 高齢者保健福祉施策の一覧 

 

年 代 高齢化率 主 な 政 策 

① 1960 年代  

【高齢者福祉政策

の始まり】 

5.7％ 

（1960 年） 

1963 年 老人福祉法制定  

○特別養護老人ホーム創設  

○老人家庭奉仕員（ホームヘルパー）法制化 

② 1970 年代  

【老人医療費の増

大】 

7.1％ 

（1970 年） 

1973 年 老人医療費無料化 

③ 1980 年代  

【社会的入院や寝

たきり 老人の社会

的問題化】 

9.1％ 

（1980 年） 

1982 年 老人保健法の制定  

○老人医療費の一定額負担の導入等  

1989 年 ゴールドプラン（高齢者保健福祉推進十か年戦

略）の策定  

○施設緊急整備と在宅福祉の推進 
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④ 1990 年代前半  

【ゴールドプランの

推進】 

12.0％ 

（1990 年） 

1994 年 新ゴールドプラン（新・高齢者保健福祉推進十か

年戦略）策定  

○在宅介護の充実 

⑤ 1990 年代前半

【介護保険制度の

導入準備】 

 

14.5％ 

（1995 年） 

1996年 連立与党3党政策合意  

○介護保険制度創設に関する「与党合意事項」  

1997年 介護保険法成立 

⑤ 2000 年代 

【介護保険制度の

実施】 

17.3％ 

（2000 年） 

2000年 介護保険施行  

2005年 介護保険法の一部改正  
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